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２００１．４．１１（４）

児

童

手

当

児
童
手
当
は
就
学
前
の
児
童
を

１
人
以
上
養
育
し
、
か
つ
所
得
が

一
定
の
限
度
額
未
満
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

す
で
に
こ
の
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
２
人
目
以
降

が
生
ま
れ
た
場
合
に
は
増
額
の
手

続
き
が
、
ま
た
、
転
入
さ
れ
た
方

は
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
手
当
の
支
給
は
申
請
の

翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

○
手
当
額

第
１
子
・
２
子
�
５

０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
�
１
万

円
（
い
ず
れ
も
月
額
）

○
持
ち
物

保
護
者
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局
以
外
）

○
申
請

児
童
福
祉
課
及
び
各
市

民
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
公
務
員
の
場
合
は
職
場
で
申
請

し
て
下
さ
い
。

※
平
成
１２
年
１
月
２
日
以
降
に
町

田
市
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所

地
発
行
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書（
平
成
１２
年
度
）が
必
要
で
す
。

後
日
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
１３
年
１
月
２
日
以
降
に
町

田
市
に
転
入
し
た
方
で
、
５
月
申

請
の
場
合
は
平
成
１３
年
度
の
所
得

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

所
得
限
度
額
は
児
童
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
平
成
１２
年
度
に
申
請
さ
れ
、
所

得
制
限
等
で
却
下
さ
れ
た
方
は
、

６
月
か
ら
新
年
度
と
な
り
ま
す
の

で
、
５
月
中
に
新
た
に
申
請
を
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
５
月
申
請
分

か
ら
所
得
限
度
額
が
変
更
さ
れ
る

予
定
で
す
。

�問
児
童
福
祉
課
�
７
２
４
・
２
１

３
９

児
童
育
成
手
当

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
、

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
手
当
の
支
給
は
申
請
の
翌

月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

【
児
童
育
成
手
当
	
月
額
１
万
３

５
０
０
円
】

父
ま
た
は
母
が
死
亡
、
離
婚
、

重
度
の
障
害
、
生
死
不
明
、
１
年

以
上
の
遺
棄
、
法
令
に
よ
る
１
年

以
上
の
拘
禁
な
ど
、
ま
た
は
、
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
（
父
の
扶

養
が
あ
る
場
合
を
除
く
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
昭
和
５８
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
方

【
児
童
育
成
手
当
の
障
害
手
当
	

月
額
１
万
５
５
０
０
円
】

心
身
に
障
害
が
あ
り
、
そ
の
程

度
が
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
、

愛
の
手
帳
１
〜
３
度
、脳
性
マ
ヒ
、

進
行
性
筋
萎
縮
症
―
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
２０
歳
未
満
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
方

※
こ
れ
ら
の
手
当
に
は
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。
所
得
制
限
額
は

児
童
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

◇

手
当
の
申
請
に
は
、
印
鑑
と
預

金
通
帳（
郵
便
局
以
外
）の
ほ
か
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、

診
断
書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で

す
。転

入
者
の
所
得
証
明
書
の
取
扱

い
は
児
童
手
当
と
同
様
で
す
。

�問
児
童
福
祉
課
�
７
２
４
・
２
１

３
９乳

幼
児
医
療
費

助

成

制

度

町
田
市
に
住
所
の
あ
る
５
歳
未

満
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
保

護
者
に
対
し
て
、
保
険
診
療
の
自

己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

ま
だ
、
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
り
、
児
童
福
祉
課
（
�

７
２
４
・
２
１
４
３
）
で
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

※
こ
の
制
度
に
は
、
保
護
者
の
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
２
歳
に
達
す
る
日
の

属
す
る
月
の
末
日
ま
で
は
限
度
額

を
超
え
て
い
て
も
受
け
ら
れ
ま

す
。な

お
、
平
成
１３
年
１０
月
１
日
か

ら
対
象
年
齢
・
所
得
制
限
の
制
度

改
正
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
費

学
校
で
か
か
る
費
用
の

一
部
を
援
助
し
ま
す

市
で
は
小
・
中
学
校
で
か
か
る

費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま

す
。援

助
の
内
容
は
学
用
品
費
・
給

食
費
・
校
外
活
動
費
・
修
学
旅
行

費
な
ど
で
、
援
助
が
受
け
ら
れ
る

世
帯
は
、
�１
生
活
保
護
受
給
世
帯

ま
た
は
受
給
し
て
い
た
世
帯
�２
児

童
扶
養
手
当
（
児
童
手
当
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
を
受
給
し
て
い
る
世

帯
�３
平
成
１２
年
中
の
総
収
入
・
総

所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
帯
な
ど

で
す
。

一
定
額
と
は
、
例
え
ば
、
給
与

所
得
者
の
場
合
、
本
人
、
配
偶
者
、

子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
で
、
年

間
の
総
収
入
が
約
４
１
１
万
円
以

下
、
ま
た
給
与
所
得
者
以
外
の
場

合
、
同
様
の
家
族
構
成
で
年
間
の

総
所
得
が
約
２
７
４
万
円
以
下
を

い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
金
額
は
大
体
の

目
安
で
、
年
齢
・
家
族
構
成
な
ど

に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
（
総

収
入
と
は
源
泉
徴
収
票
の
「
支
払

金
額
」
欄
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を

い
い
、
総
所
得
と
は
年
間
収
入
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
後
の

金
額
を
い
い
ま
す
）。

手
続
き
は
４
月
２７
日
ま
で
に
各

学
校
で
行
っ
て
下
さ
い
。

�問
学
務
課
�
７
２
４
・
２
１
７
６

町
田
市
専
修
学
校
等
在
学
心
身
障

害
者
奨
学
金

申

請

受

付

市
で
は
、
専
修
学
校
ま
た
は
各

種
学
校
に
在
学
し
て
い
る
心
身
に

障
害
の
あ
る
方
で
、
技
術
の
修
得

に
努
め
て
い
る
方
に
対
し
て
、
奨

学
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

○
資
格

市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
条
件
を
満
た
す
方
�１
専
修
学

校
等
に
在
学
し
、
職
業
の
た
め
の

技
術
を
修
得
す
る
方
�２
身
体
障
害

者
で
あ
っ
て
、
障
害
の
程
度
が
、

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則

（
昭
和
２５
年
厚
生
省
令
第
１５
号
）

の
別
表
第
５
号
に
定
め
る
身
体
障

害
者
障
害
程
度
等
級
表
の
う
ち
４

級
以
上
で
あ
る
方
ま
た
は
知
的
障

害
者
で
あ
っ
て
、
精
神
発
育
の
遅

滞
の
程
度
が
軽
度
以
上
の
方

○
奨
学
金
の
額

月
額
１
万
円

○
申
請
の
手
続

申
請
に
は
、
所

定
の
申
請
書
と
添
付
書
類
が
必
要

で
す
。
詳
細
は
総
務
課
（
�
７
２

４
・
２
１
０
４
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
申
請
の
締

切
り
は
各
月
末
日
で
す
。

野
津
田
東
土
地
区
画
整
理
組
合
の

新
た
に
施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区

域
に
関
す
る
図
書

ご

覧

下

さ

い

野
津
田
東
土
地
区
画
整
理
組
合

の
新
た
に
施
行
地
区
と
な
る
区
域

（
野
津
田
町
字
松
葉
、
字
袋
、
字

川
島
、
字
袋
ノ
上
の
各
一
部
）

の
関
係
図
書
を
縦
覧
に
供
し
ま

す
。区

域
内
の
宅
地
に
つ
い
て
、
未

登
記
の
借
地
権
の
あ
る
方
は
５
月

１１
日
ま
で
に
、町
田
市
長
に
対
し
、

書
面
を
も
っ
て
そ
の
借
地
権
の
種

類
及
び
内
容
を
申
告
し
て
下
さ

い
。

○
縦
覧
期
間

４
月
１２
日
（
木
）

〜
２５
日
（
水
）

○
縦
覧
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時

○
縦
覧
場
所

町
田
市
区
画
整
理

事
務
所
（
木
曽
町
２
１
８
５
―

１
）

�問
区
画
整
理
課
�
７
９
２
・
３
７

７
１

町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー

手

話

講

習

会

○
期
間

５
月
〜
２
０
０
２
年
３

月
の
木
曜
日
（
全
３０
回
）

○
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

○
会
場

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
初
級
・
中
級
】

○
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
１５
歳
以
上
の
方
で
、
�１
初
級

は
初
め
て
手
話
を
習
う
方
、
�２
中

級
は
初
級
レ
ベ
ル
の
講
座
を
受
講

し
た
方
で
、
１
年
間
通
し
て
通
う

こ
と
が
で
き
る
、
将
来
手
話
を
生

か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

き
る
方
、
ま
た
は
日
常
生
活
で
手

話
を
必
要
と
す
る
方

○
定
員

初
級
�
５０
人
、
中
級
�

４０
人
（
い
ず
れ
も
抽
選
）

○
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
初

・
中
級
の
別
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
職
業（
在
勤
、

在
学
の
方
は
所
在
地
も
）・
電
話

番
号
・
応
募
の
動
機
・
中
級
希
望

の
方
は
初
級
講
座
の
開
催
地
・
年

度
を
明
記
し
、４
月
１８
日
ま
で（
消

印
有
効
）
に
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
セ
ン
タ
ー（
〒
１９４
―
０
０
１
３
、

原
町
田
４
―
９
―
８
、
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
４
階
、
�
７
２
５
・
４
４

６
５
）
へ
。

【
上
級
】

○
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
２０
歳
以
上
の
方
で
、
中
級
レ

ベ
ル
の
講
座
を
終
了
し
、
講
座
終

了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
で
き
、
将
来
町
田
市
手

話
通
訳
登
録
奉
仕
員
と
し
て
活
動

で
き
る
方

※
入
講
試
験
が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み

４
月
１８
日
ま
で
に

直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

ダ
リ
ア
の
球
根
販
売

ダ
リ
ア
の
ほ
か
セ
ラ
ス
チ
ュ
ー

ム
、
デ
ー
ジ
ー
、
ポ
ピ
ー
、
カ
ン

パ
ニ
ュ
ラ
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
も
販

売
（
１
０
０
円
か
ら
）
し
て
い
ま

す
。

○
日
時

４
月
２９
日
（
祝
）
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

○
会
場

町
田
ダ
リ
ア
園

�問
町
田
福
祉
作
業
所
（
町
田
ダ
リ

ア
園
）
�
７
２
２
・
０
５
３
８

４
月
１５
日
ま
で
「
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
を
実
施
中
で
す
。

町
田
市
を
は
じ
め
、町
田
警
察
署
、

町
田
交
通
安
全
協
会
、
町
田
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
協
議
会
な
ど

の
関
係
団
体
、
機
関
が
「
交
通
事

故
の
な
い

明
る
く

住
み
よ
く

快
適
で
安
全
な
町
田
」
を
目
指

し
て
、
次
の
項
目
を
重
点
的
に
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
推
進
重
点
】

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○
若
者
に
よ
る
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

�問
町
田
市
交
通
安
全
課
�
７
２
４

・
１
１
３
６
、
町
田
警
察
署
�
７

２
２
・
０
１
１
０

「
交
通
事
故
の
な
い

明
る
く

住
み
よ
く

快
適
で
安
全
な
町

田
」
を
目
指
し
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う

市
街
地
再
開
発
課
・
市
街
地

整
備
課

事
務
所
移
転
し
ま
す

４
月
２３
日
（
月
）
か
ら
森

野
分
庁
舎
３
階
へ
移
転
し
ま

す
。

○
新
し
い
電
話
番
号

市
街

地
再
開
発
課
�
�
７
２
４
・

２
５
３
５
、
市
街
地
整
備
課

�
�
７
２
４
・
２
５
３
６
、

�
７
２
４
・
１
１
６
７

�問
市
街
地
整
備
課
�
７
２
５

・
５
１
６
８
（
４
月
２０
日
ま

で
）

１１
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て

採
取
し
た
環
境
大
気
と
、
１１
月
７

日
に
採
取
し
た
排
ガ
ス
等
及
び
１１

月
１６
日
に
採
取
し
た
水
質
等
の
測

定
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
環
境
大
気
に
つ
い

て
は
表
１
に
、
排
ガ
ス
等
に
つ
い

て
は
表
２
、
水
質
等
に
つ
い
て
は

表
３
に
ま
と
め
ま
し
た
。

環
境
大
気
は
測
定
地
点
毎
に
年

平
均
値
を「
大
気
環
境
基
準
」（
０.６

pg
―
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
�
）
と
比
較
し
て

評
価
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
調
査
結
果
は
す
べ
て

基
準
値
以
下
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
排
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
の

時
運
転
中
の
３
号
焼
却
炉
に
つ
い

て
測
定
し
ま
し
た
が
、「
排
出
基

準
」（
８０
ng
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
Ｎ
�
）
以

下
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
水
質
等
の
測
定
結
果
の

う
ち
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
井
戸
水
及

び
井
戸
水
（
埋
立
地
南
側
）
に
つ

い
て
は
、「
環
境
基
準
」（
１
pg
―

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
Ｌ
）
以
下
で
し
た
。

ま
た
、
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

処
理
水
に
つ
い
て
も「
排
水
基
準
」

（
１０
pg
―
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
Ｌ
）
を
下
回

っ
て
い
ま
し
た
。

�問
清
掃
工
場
�
７
９
７
・
２
７
２

２【
鶴
間
地
区
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

調
査
結
果
】

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ

ー
周
辺
と
は
別
に
、
鶴
間
地
区
一

般
大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測

定
を
実
施
し
ま
し
た（
�
表
４
）。

な
お
、
昨
年
度
４
回
目
の
調
査
に

つ
い
て
は
現
在
分
析
中
で
す
。

�問
環
境
保
全
課
�
７
２
４
・
２
７

１
１

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

２００１年

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施
中

〜
思
い
や
り

人
に

車
に

こ
の
街
に
〜

表１ 環境大気測定結果（単位：pg―TEQ/�）
ダイオキシン類

０．２５
０．３１
０．２８
０．２６
０．１８
０．２６

大気環境基準値は０．６pg―TEQ/�です。
表２ 排ガス及び飛灰の測定結果

ダ イ オ キ シ ン 類
飛灰

ng―TEQ/g
２．５
２．２

排ガスの基準値は８０ng―TEQ/N�です。
表３ 水質等測定結果（単位：水質：pg―TEQ/L，

底質：ng―TEQ/g）

ダイオキシン類

０．０４０
０．０１１
１．１
７．９

１２
０．０４０
０．０７７
０．０５１

環境基準は１pg―TEQ/L排水基準は１０pg―TEQ/Lです。

表４ 一般大気測定結果 採取場所：鶴間１４７８ 鶴間会館
１１月２１～２２日
（２４時間）

０．０４５

【単位・用語の説明】
ng（ナノグラム）：１０億分の１グラム
pg（ピコグラム）：１兆分の１グラム
TEQ（毒 性 等 量）：最も毒性の強い２，３，７，８
―四塩化ジベンゾパラジオキシンを基に毒性等価
係数（ＴＥＦ）を用いて換算した等量（ＴＥＱ）で表
示することが、国際的な合意となっています。
（毒性等価係数はＷＨＯ／ＩＰＣＳ（１９９８）を採用）

１１月２０～２１日
（２４時間）

０．３７

排ガス
ng―TEQ/Nm３

０．２７

項 目
調査場所
小 山 田 小 学 校 屋 上
小 山 田 中 学 校 屋 上
藕 絲 館 前 庭
少 年 野 球 場
埋 立 地 Ａ（ 北 側 ）
埋 立 地 Ｂ（ 南 側 ）

項 目
調査場所
モ ニ タ リ ン グ 井 戸
排水浄化センター処理水
調 整 池
排水浄化センター原水
工 場 排 水
井戸水（埋立地南側）
埋 立 地 浸 出 水
脱 水 ケ ー キ

測 定 日

ダイオキシン類
（pg―TEQ/m３）

調査炉番号

３号焼却炉
飛灰固化後


